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リニア中央新幹線計画の概要



超伝導の問題点

• そのため液体窒素、液体ヘリウムを使った大規模な冷
却装置を電磁石に組み込む必要がある

• 超伝導の電磁石は電力の損失がない、しかし冷却装置
のため大きな電力を消費する

• 突然超伝導状態の崩れる”クエンチ”現象が起こるこ
とがある －高速走行中に起きたらどうなるか

常にｰ200℃以下に冷
却していないと超伝導
状態とはならない



ガイドウエイに埋め込まれたコイル
で浮上、走行する （ＪＲマグレブ方式）

車体側面に超伝導の電磁石コイルを設置、壁面の側
面に設置したコイルとの相互作用により浮上、推進
する。推進するための電力は車体ではなく壁面のコ
イルに供給する。



産総研 活断層データベースよ
り

リニア中央新幹線のルート内には多くの活断層がある

大地震が起きたらどうなるの！？
リニア新幹線は８割がトンネルの中を走る





2045年には労働人口は5300万に



相模原市内のルート



相模原市でのリニア建設による影響

1.神奈川中間駅がＪＲ橋本駅南口に

1.駅前の相原高校が移転を余儀なくされる

2.周辺には学校、病院、井戸水を使用する事業所多数

3.駅周辺はトンネルが浅く多くの市民に影響

2.関東車両基地が旧津久井鳥屋地区に

• 広大な車両基地、鳥屋の環境に大きな影響

3.変電施設が相模川沿いに



リニア相模原連絡会の活動

・メール配信の会員、約４00人

・定期的に「STOPリニアニュース」を発行

・1都6県で「ストップ・リニア訴訟」に取組む

・JR東海と直接話し合い、県・市・教育委員会など
に申し入れや公開質問状を提出

・地質、環境、電磁波、安全工学などの専門家の
先生をお呼びして多くの学習講演会の開催

・橋本、城山、津久井、鳥屋などで地域住民との
懇談会や森カフェづくりの作業など



リニア新幹線は本当に早いか
－新横浜からは不便－

新横浜

品川名古屋

60分

40分

35分
82分

11分

11分
橋本

八王子

新横浜－橋本－（リニア各停）－名古屋：３５＋６０＝９５分

新横浜－（のぞみ）－名古屋： ８２分



神奈川中間駅は人口密集地に



移転前：県立相原高校正門前のクスノキ（樹齢100年）
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相模川水系は神奈川県の水源
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リニア橋脚予定地
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トラスト地



ランバーメーカーで丸太の板引き作業



デッキの上で記念撮影（子どもたちも多数参加）









津久井中央公民館まつりで展示紹介


